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催

第
117
回

　

3
月
28
日
（
木
）
津
久
見
商
工
会
議
所
大
会
議
室
に
お
い
て
第
１
１
７
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
令
和
6
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
計
画
は
2
月
に
開
催
し
た
各
部
会
で
提
案
さ
れ
た
事
業

活
動
に
関
す
る
意
見
要
望
等
を
3
月
開
催
の
正
副
部
会
長
会
議
に
て
集
約
し
て
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
、
米
中
摩
擦
、
経
済
安
全
保
障
問
題
等
、
世
界
各
地

で
緊
迫
が
続
く
中
、
新
た
に
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

が
勃
発
。
更
に
、
豪
雨
災
害
や
年
頭
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
等
、
大
規
模
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
不
透
明
感
が
強

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
昨
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

法
律
に
基
づ
き
「
5
類
感
染
症
」
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
も
の
の
、
地
方
経
済
に
お
い

て
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
手
不
足
、
働
き
方
改
革
、
中
小
企
業

の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
等
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
、
令
和
6
年
度
は
、
商

工
会
議
所
活
動
の
原
点
で
あ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
会
員

事
業
所
の
経
営
支
援
を
念
頭
に
、
5
つ
の
基
本
方
針
を
柱
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
・
市
と
の
連
携
を
深
め
る
と
共
に
、

行
動
す
る
商
工
会
議
所
と
し
て
、
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て

参
り
ま
す
。

　

①
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
の
上
位
計
画
で
あ
る
「
津
久
見
市

総
合
計
画
」・「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
出
総
合
戦
略
」・「
観
光

戦
略
」
等
を
基
に
、
地
方
創
生
に
関
わ
る
諸
問
題
の
解
決
を

図
る
と
共
に
、
新
庁
舎
建
設
計
画
、
街
中
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
等
に
つ
い
て
も
、
真
に
津
久
見
市
の
将
来
に
有
益
な
も
の

に
な
る
よ
う
に
、行
政
へ
積
極
的
に
提
言
し
て
参
り
ま
す
。
又
、

中
心
市
街
地
の
土
地
活
用
・
空
き
店
舗
対
策
、
定
住
促
進
等

に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

②
ひ
と
づ
く
り
は
、
地
方
経
済
の
喫
緊
の
課
題
で
す
。
人

口
減
少
の
中
で
の
事
業
承
継
と
人
材
確
保
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
U
タ
ー
ン
事
業
の
推
進
、
女
性
や
高
齢
者
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
津
久
見
高
校
や
事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
、
外
国
人
人
材
の
受
入
れ
調
査
、
更
に
若
手

経
営
者
の
育
成
と
創
業
塾
の
開
催
・
起
業
等
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　

③
産
業
づ
く
り
は
、
主
要
産
業
で
あ
る
石
灰
石
関
連
産
業

及
び
既
存
産
業
の
発
展
を
支
援
す
る
と
共
に
、
新
た
な
事
業

開
発
・
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
津
久
見
市

が
制
定
し
た
「
企
業
立
地
促
進
条
例
」・「
創
業
支
援
事
業
補

助
金
」
の
周
知
と
活
用
に
努
め
、
活
力
あ
る
産
業
振
興
を
目

指
し
ま
す
。
又
、
石
灰
石
鉱
山
の
景
観
や
網
代
島
の
宇
宙
塵
等
、

津
久
見
独
自
の
ジ
オ
資
源
の
産
業
観
光
化
、
マ
グ
ロ
・
モ
イ
カ

等
の
食
と
の
連
携
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
な
が
る
土
産
品
の
創

出
を
目
指
し
ま
す
。

　

④
基
盤
づ
く
り
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
の
両
面
か
ら
提

言
・
実
行
を
図
り
ま
す
。

　

津
久
見
港
は
、
津
久
見
Ｉ
Ｃ
に
近
く
、
海
と
陸
を
結
ぶ
産
業
・

物
流
・
観
光
拠
点
と
し
て
、
多
大
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
東
九
州
の
玄
関
口
と
し
て
の
拠
点
化
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
国
道
２
１
７
号
平
岩
松
崎
バ
イ
パ
ス
の
建
設
、

堅
浦
港
第
2
期
整
備
計
画
の
推
進
、
又
、
東
九
州
自
動
車
道
（
宮

河
内
Ｉ
Ｃ
～
日
向
Ｉ
Ｃ
）
の
４
車
線
化
、
中
九
州
横
断
道
路
の

延
伸
及
び
東
九
州
自
動
車
道
に
接
続
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
早
期
整
備

に
向
け
た
要
望
活
動
等
を
展
開
し
、
日
豊
経
済
圏
の
交
流
促
進

に
努
め
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
2
０
２
２
年
3
月
に
国
の
認

定
を
受
け
た
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
に
沿
っ
て
、
会
員
事
業

所
の
課
題
解
決
に
向
け
た
伴
走
型
支
援
を
精
力
的
に
進
め
、
事

業
所
の
経
営
向
上
を
図
る
と
共
に
、
組
織
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

⑤
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

セ
メ
ン
ト
・
石
灰
石
関
連
産
業
の
持
続
的
発
展
と
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
の
創
出
を
図
る
た
め
の
重
点
テ
ー
マ
で
す
。

　

商
工
会
議
所
と
し
て
、
Ｐ
ｔ
Ｇ
研
究
会
、
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
活
動
を
推
進
し
、
脱
炭
素
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
現
す
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
又
、
２
０
２
３
年
11
月
の

港
湾
法
改
正
に
伴
い
「
津
久
見
港
Ｃ
Ｎ
Ｐ
検
討
会
」
か
ら
改
組

さ
れ
た
国
土
交
通
省
・
大
分
県
が
推
進
す
る
「
津
久
見
港
港
湾

脱
炭
素
化
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、
津
久
見
港
（
立
花
地
区
）

港
湾
整
備
事
業
計
画
の
早
期
実
現
に
向
け
、
提
言
・
要
望
を
行

い
ま
す
。

１
．
重
要
項
目

⑴
会
員
事
業
所
へ
の
経
営
支
援

①
小
規
模
事
業
者
を
主
体
と
し
た
経
営
支
援

②
国
及
び
県
等
の
施
策
に
係
る
支
援
指
導
及
び
情
報
提
供

③
倒
産
の
未
然
防
止
、
再
建
、
再
生
支
援

④
若
手
経
営
者
及
び
女
性
経
営
者
の
指
導
育
成

　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
書

　

令
和
６
年
度
基
本
方
針

⑤
創
業
・
起
業
支
援
及
び
事
業
承
継
支
援

⑥
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
支
援

⑦
経
営
発
達
支
援
計
画
の
実
践
（
セ
ミ
ナ
ー
開
催
・
商
品

開
発
・
販
路
開
拓
等
）

⑵
新
た
な
産
業
・
企
業
誘
致
の
推
進

①
津
久
見
Ｐ
ｔ
Ｇ
研
究
会
の
活
動
推
進

②
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
形
成
に
向
け
た
取
組
み

③
津
久
見
港
港
湾
計
画
（
立
花
地
区
）
の
早
期
整
備
に
向

け
て
の
提
言

④
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
交
流
促
進
と
誘
致

⑶
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
推
進

①
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
事
業
促
進
（
金
融
ゾ
ー
ン
等
）

②
中
心
市
街
地
の
土
地
活
用
及
び
空
き
店
舗
対
策
事
業
の
促
進

③
定
住
人
口
増
加
対
策
と
ま
ち
な
か
居
住
促
進

④
「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
（
歩
き
た
く
な
る
街
）
推
進
事
業
」

へ
の
協
力
と
連
携

⑤
つ
く
み
イ
ル
カ
島
・
桜
・
離
島
・
食
と
連
携
し
た
産
業
振
興

⑥
体
験
型
観
光
産
業
の
育
成
（
鉱
業
・
漁
業
・
農
業
等
）

及
び
地
域
特
産
品
の
開
発

⑦
地
方
創
生
事
業
の
取
組
み

⑧
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
等
の
管
理
運
用

及
び
ウ
エ
ブ
環
境
の
整
備

⑷
ひ
と
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
推
進

①
人
材
育
成
及
び
人
手
不
足
の
解
消
（
県
立
津
久
見
高
等
学

校
と
の
連
携
）

②
地
域
教
育
に
お
け
る
支
援
活
動
（
地
元
企
業
見
学
会
等
）

③
雇
用
対
策
の
推
進

④
会
員
事
業
所
が
求
め
る
求
人
情
報
及
び
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
情

報
の
構
築
と
斡
旋

⑤
外
国
人
人
材
の
受
入
れ
事
業
に
向
け
た
調
査
（
受
入
れ
環

境
の
調
査
）

⑥
新
人
社
員
・
中
堅
社
員
研
修
会
の
開
催

⑦
津
久
見
商
工
会
議
所
青
年
部
・
女
性
会
の
増
員
強
化

⑸
道
路
交
通
体
系
整
備
等
の
要
望
活
動

①
都
市
施
設
の
長
寿
命
化
整
備
促
進

②
国
道
平
岩
松
崎
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
と
街
路
灯
設
置

③
街
路
事
業
計
画
の
早
期
着
工
と
完
成

④
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
・
横
断
歩
道
等
、
路
面
標
示
の
早
期
整
備

⑹
津
久
見
港
（
堅
浦
地
区
）
港
湾
施
設
及
び
県
道
大
泊
浜
徳
浦

　

線
の
早
期
整
備

⑺
企
業
立
地
及
び
誘
致
に
向
け
た
条
件
整
備
の
要
望
活
動

⑻
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
新
庁
舎
の
早
期
着
工
／
公
共
施
設
・
跡

地
の
活
用
提
言

⑼
日
豊
経
済
圏
開
発
促
進
協
議
会
の
活
動
推
進

　

①
東
九
州
自
動
車
道
（
大
分
宮
河
内
Ｉ
Ｃ

⇔

日
向
Ｉ
Ｃ
間
）

　
　

４
車
線
化
の
整
備
促
進

　

②
中
九
州
横
断
道
路
（
犬
飼
Ｉ
Ｃ
～
宮
河
内
Ｉ
Ｃ
）
の
早
期
整
備

⑽
会
員
増
強

⑾
共
済
事
業
の
積
極
的
推
進

⑿
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
活
動
推
進

⒀
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
（
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
の
推
進

⒁
健
康
経
営
の
推
進
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人気シェフのレシピや
ラッピング方法もサイトでご紹介

https://cotta.co.jpcotta

津久見市上青江4478番地の8
TEL.0972-85-0117

２
．
意
見
要
望

⑴
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
事
業
推
進

①
空
き
店
舗
対
策
事
業

②
中
心
市
街
地
の
土
地
活
用
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
伴
う

居
住
空
間
の
整
備

③
駅
北
地
区
と
埋
立
地
区
と
の
回
遊
を
図
る
施
設
整
備

④
金
融
ゾ
ー
ン
実
現
に
向
け
た
早
期
整
備

⑵
生
活
に
密
着
し
た
道
路
網
等
の
整
備
促
進

　

①
都
市
施
設
の
長
寿
化
整
備
促
進

　

②
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
・
横
断
歩
道
等
、
路
面
標
示
の
早
期
整
備

　

③
県
道
四
浦
日
代
線
（
荒
代
・
鳩
浦
・
落
の
浦
間
）　

の
早
期
完
成

　

④
市
道
口
屋
警
固
屋
線
・
市
道
中
央
区
画
線
の
早
期
整
備

　

⑤
市
道
岩
屋
線
の
早
期
完
成

　

⑥
県
道
大
泊
浜
徳
浦
線
の
早
期
整
備

⑶
津
久
見
港
港
湾
整
備
事
業
の
早
期
整
備

　

①
国
・
県
と
連
動
し
た
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
」

　

の
形
成
促
進
と
誘
致

　

②
Ｃ
Ｎ
Ｐ
実
現
に
向
け
た
準
備
室
の
設
置

　

③
津
久
見
港
（
堅
浦
地
区
）
港
湾
施
設
の
早
期
完
成

⑷
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
（
砂
防
ダ
ム
建
設
・
急
傾
斜
地

整
備
等
）

⑸
観
光
産
業
の
育
成
（
鉱
業
・
漁
業
・
農
業
等
）
及
び
特
産

品
開
発
と
情
報
発
信

⑹
津
久
見
市
さ
く
ら
祭
り
の
一
元
化
と
河
津
桜
サ
ミ
ッ
ト
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み

⑺
公
共
事
業
発
注
な
ど
の
地
元
企
業
育
成
支
援

⑻
住
宅
地
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・
中
古
住
宅
等
の
供
給
と
定
住
促
進

⑼
一
般
・
Ｉ
Ｔ
企
業
の
立
地
及
び
誘
致
に
向
け
た
条
件
整
備
の
促
進

⑽
津
久
見
高
校
の
育
成
支
援
と
市
内
就
職
に
向
け
た
連
携

⑾
地
球
資
源
（
宇
宙
塵
・
隕
石
・
チ
ャ
ー
ト
・
石
灰
石
等
）

活
用
体
験
の
促
進

⑿
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
新
庁
舎
の
早
期
着
工
／
公
共
施
設
・
跡

地
の
活
用

⒀
事
業
承
継
及
び
人
手
不
足
の
解
消
（
外
国
人
受
入
に
向
け

て
の
調
査
・
協
力
）

⒁
創
業
者
へ
の
支
援
補
助
制
度
及
び
優
遇
措
置
の
継
続

⒂
東
九
州
自
動
車
道
（
大
分
宮
河
内
Ｉ
Ｃ

⇔

日
向
Ｉ
Ｃ
間
）

　

４
車
線
化
及
び
中
九
州
横
断
道
路
（
犬
飼
Ｉ
Ｃ
～
宮
河
内
Ｉ
Ｃ
）

の
早
期
整
備

⒃
地
域
資
源
の
活
用
と
モ
イ
カ
（
ア
オ
リ
イ
カ
）
の
資
源
保

護
及
び
漁
場
整
備

⒄
疲
弊
し
た
経
済
へ
の
支
援
継
続
と
消
費
喚
起
対
策

⒅
国
道
平
岩
松
崎
バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備
と
街
路
灯
設
置

⒆
「
海
風
音
楽
庵　

伊
勢
正
三 

ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
」
の
活
用
と

海
岸
通
り
の
魅
力
的
整
備

⒇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
大
友
宗
麟
」
の
誘
致

３
．
一
般
事
業

⑴
市
・
県
と
の
連
携
を
密
に
し
て
事
業
運
営
の
強
化
を
図
る

⑵
会
員
加
入
促
進
・
収
益
事
業
等
を
行
い
財
政
の
強
化
・
健

全
化
を
図
る

⑶
会
議
所
の
事
業
運
営
状
況
の
周
知
を
図
る

⑷
部
会
・
委
員
会
組
織
の
効
果
的
な
運
営
を
図
り
事
業
の
活

発
化
を
推
進

⑸
改
正
税
法
・
融
資
制
度
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

⑹
青
色
申
告
の
普
及
、
記
帳
・
決
算
の
指
導
、
機
械
化
及
び

【
第
２
号
議
案
】

令和６年度 予算総括表
収入の部 5年度予算額 6年度予算額 比較増減

１．会費収入 17,205,000 17,070,000 △135,000

２．補助金収入 32,834,000 32,583,000 △251,000 

３．共済手数料収入 9,200,000 8,800,000 △400,000

４．事業収入 12,660,000 12,894,000 234,000

５．雑収入 1,280,000 1,680,000 400,000 

６．繰入金収入 8,333,000 10,593,000 2,260,000

７．前期繰越金 8,740,000 5,900,000 △2,840,000 

合　　　　計 90,252,000 89,520,000 △732,000

支出の部 5年度予算額 6年度予算額 比較増減

１．事業費 8,347,000 8,292,000 △55,000 

２．旅費 911,000 1050,000 139,000  

３．会議費 520,000 500,000 △20,000 

４．分担金 1,100,000 1,936,000 836,000 

５．事務局費 11,700,000 10,970,000 △730,000

６．給与費 44,748,000 47,797,000 3,049,000

７．福利厚生費 7,098,000 7,177,000 79,000

８．渉外費 250,000 350,000 100,000 

９．積立金 4,300,000 2,300,000 △2,000,000 

10．繰出金 8,333,000 8,593,000 260,000

11．予備費 2,945,000 555,000 2,390,000 

合　　　　計 90,252,000 89,520,000 △732,000

【
第
3
号
議
案
】

　

役
員（
常
議
員
・
専
務
理
事
）

　

補
欠
選
任
の
件

常
議
員　
　
　
　

石 

川 

正 

史 
 

氏

　
　
　
　
　
　
　
（
株
式
会
社
ｃ
о
ｔ
ｔ
ａ 

経
営
支
援
担
当
者
）

　
　
　
　
　
　
　

の
退
任
に
伴
う
補
欠
選
任

新
任 

常
議
員　
　

黒 

須 

綾 

希 

子 

氏

          　
　

（
株
式
会
社
ｃ
о
ｔ
ｔ
ａ 

社
長
）

専
務
理
事　
　
　
　

原 

尻 

育
史
郎 

 

氏

　
　
　
　
　
　
　

の
令
和
６
年
３
月
31
日
退
任
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

補
欠
選
任

新
任 
事
務
理
事　

石 

堂 

克 

己 

氏

          　
　

（
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
）

代
行
と
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
の
推
進

⑺
政
府
系
資
金
・
県
資
金
等
の
各
種
制
度
資
金
の
融
資
斡
旋

⑻
各
種
技
能
の
研
修
活
動
の
推
進

⑼
各
種
検
定
事
業
の
実
施

⑽
優
良
・
永
年
商
工
従
業
員
の
表
彰

⑾
労
務
管
理
に
関
す
る
研
修
活
動
を
推
進

⑿
労
働
保
険
の
事
務
代
行

⒀
会
員
共
済
・
特
定
退
職
金
共
済
・
大
型
医
療
共
済
等
の
加
入
促
進

⒁
労
基
法
（
働
き
方
改
革
等
）
そ
の
他
法
改
正
の
周
知
徹
底

⒂
商
工
業
に
関
す
る
各
種
調
査
及
び
情
報
資
料
の
収
集
と
提
供

⒃
賃
金
労
働
条
件
・
就
職
に
関
す
る
調
査
と
提
供

⒄
日
商
委
託
の
Ｐ
Ｌ
保
険
・
休
業
補
償
・
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保

険
等
の
事
業

⒅
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
の
月
刊
発
行

⒆
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
の
実
施
と
提
供

⒇
小
規
模
事
業
の
計
画
的
な
巡
回
指
導
の
実
施
と
情
報
の
発
信

㉑
経
営
改
善
・
伴
走
型
支
援
を
図
る
た
め
の
研
修
会
と
企
業

診
断
の
実
施

㉒
経
営
・
金
融
・
税
務
・
経
理
・
労
働
等
経
営
全
般
に
わ
た

る
相
談
指
導

㉓
小
規
模
企
業
共
済
制
度
・
倒
産
防
止
共
済
制
度
・
国
民
年

金
基
金
の
加
入
促
進

㉔
青
年
部
・
女
性
会
・
ま
ぐ
ろ
研
究
会
の
活
動
助
成

㉕
特
定
商
工
業
者
の
調
査
・
法
定
台
帳
の
作
成
・
商
取
引
の

紹
介
斡
旋
・
信
用
調
査
等
、
効
果
的
な
運
用
を
図
る

㉖
各
種
団
体
の
指
導
及
び
育
成

㉗
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
し
て
の
活
動（
専
門
家
派
遣
等
）

㉘
事
業
継
続
力
強
化
・
事
業
承
継
支
援
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性
別

年
齢

女 28 ０作業療法士
農業 専門学校

・普通自動車運転免許
・作業療法士免許

希望職種 最終学歴 仕事内容・PR 等 扶養
家族取得免許・技能等 Uターン希望時期

作業療法士として、６年半勤務しました。
実家がみかん、米の農家で農業で働きたいとも
考えています。

女 25 ０
臨床検査技師

医療事務
一般事務

大卒
保健医療学部
医学検査学科

・普通自動車運転免許
・臨床検査技師免許

臨床検査技師として約３年勤務してまいりまし
た。医療だけでなく地元に貢献できる職種であ
ればチャレンジしていきたいなと考えています。

令和６年３月まで
に決まらなくても
帰る予定です。

令和６年10月頃
までにUターンし
たい。

標記事業のUターン希望者を報告します。
採用までには所定の手続きを要しますので、採用・面接を希望される事業所は担当者までお問い合わせください。

問合せ先 ： 津久見商工会議所 0972-82-5111　担当 ： 木村

令和5年度  Uターン就業希望調査

全国健康保険協会大分支部の

保険料率は

令和６年３月分（４月納付分）から

変更となります

協会けんぽからのお知らせ
日　時　令和６年４月15日㈪

　　　　13時30分～16時30分

場　所　津久見商工会議所３階

　　　　大会議室

受講料　無　料

講　師　㈱大銀経済経営研究所

【研修内容】

１、社会人としての心構え

２、職場のルールとエチケット

３、接客対応の基本

４、電話対応の基本(ロールプレイング)

５、仕事のすすめ方

問合せ・申込

　津久見商工会議所　担当：木村

（☎82-5111/FAX82-4666/e-mail tsukumi@tscci.or.jp）

＊詳細、申込書は商工会議所のホームページをご覧く

ださい。

＊第167回　簿記検定＊
施 行 日　６月９日㈰　３級９時　２級13時半　

受付期間　４月22日㈪～５月13日㈪

受 験 料　２級　5,500円　　３級　3,300円

　　　　　*1・４級は当所では実施しません。

＊第231回　珠算・暗算＊
施 行 日　６月23日㈰　珠算１～10級　暗算1～6級

受付期間　５月７日㈫～５月23日㈭

受 験 料　１級　2,800円　2級　2,000円　3級　1,800円

　　　　　４～６級　1,200円　　７～10級　1,000円

　　　　　暗算１～３級　1,200円　４～６級　1,100円

※何れも津久見商工会議所にて受付・試験を行います。

検 定 試 験 の ご 案 内

第166回 簿記検定試験合格者
（2024年２月25日施行）

３級　　受 験 番 号　２　　　＊ ＊ ＊ 　　　

　　　　受 験 番 号　３　　　三 浦 　 雪 乃

　　　　受 験 番 号　４　　　須 賀 さ く ら

２級　　受 験 番 号　１　　　竹 添 　 蓮 翔

10.20％

健康保険料率

10.25％

令和６年２月分（３月納付分）まで 
給与・賞与の

給与・賞与の

給与・賞与の

給与・賞与の

令和６年３月分（４月納付分）から

1.82％

介護保険料率

1.60％

令和６年２月分（３月納付分）まで 令和６年３月分（４月納付分）から

全国健康保険協会　大分支部
協会けんぽ

お問い合わせはこちらまで

〒870-8570　大分市金池南1-5-1ホルトホール大分（MNCタウン２階）

TEL
（代表） ［受付時間］平日8:30～17:15097-573-5630

新入社員研修のご案内

（3）令和６年４月５日 会議所ニュース 昭和42年12月13日
第３種郵便物認可



２月の業種別動向

【建設業】

住宅関係の民間工事の不振や建築資材価格の高止まりによるコ

スト増は継続しているものの、底堅く推移する公共工事が下支

えし、ほぼ横ばい。

【製造業】
円安による輸入部材価格の高騰や電気代の高止まりが続く中、企業

のコスト増による設備投資の足踏みで一般機械器具や精密機械器具

等の受注が減少する他、建築資材関係の需要低迷が続き、悪化。

【卸売業】

輸送費や包装資材価格が高止まりする中、住宅関係の不振で引き

合いが弱い建築資材関係や、企業の設備投資の停滞に伴う一般

機械器具等の企業間取引の減少で、悪化。

【小売業】

インバウンド需要の回復や暖冬による人流の増加で、売上が引き続

き好調な百貨店がけん引し、改善。一方、物価の高止まりで生活必需

品以外の買い控えは継続しており、専門店などでは売上が伸び悩む

二極化の状態が続いている。

【サービス業】

国内観光需要やインバウンド回復の恩恵を受けた飲食・宿泊業を中

心に回復基調にあるものの、電気代や人件費の高騰、深刻な人手不

足による需要増への対応が追い付かず、ほぼ横ばいにとどまる。

商工会議所LOBO（早期景気観測）商工会議所LOBO（早期景気観測）
２月のトピックス

　事業継続計画（BCP）の策定状況

　BCPを策定済み・策定中の企業は微増にとどまる依然とし
てノウハウ・人手不足がBCP策定の障壁

　事業継続計画（BCP）について、「策定済み」は21.3%となった。
「策定中」を合わせても35.8%と、2022年９月調査と比較して
も2.4ポイントの増加にとどまり、BCPの策定状況は足踏み状
態にある。一方、「必要と思うが策定していない」は54.6%と、
いまだ半数を超える。

2024年２月の動向調査
　業況DIは、コスト増による需要停滞で、悪化続く先行きは、
人手不足と物価高の長期化で慎重な見方

　2024年２月の全産業合計の業況DIは、▲12.9ポイントとな
り、前月と比べて▲1.5ポイントとなった。

物価が高止まりする中、円安や人材確保に向けた賃上げ等、
コスト増が重荷となっている。深刻な人手不足や価格転嫁等
の構造的な課題も山積しており、中小企業の業況は悪化が続
いた。

　先行き見通しDIは、▲13.6ポイント（今月比▲0.7ポイント）
の悪化となった。

　新年度を見据えた人流の増加による個人消費の拡大や、企
業の新たな設備投資等の取組みへの期待感がうかがえる。
　一方、深刻な人手不足による受注機会の損失や、長引く物
価高による買い控えの継続など、国内需要の停滞が懸念され
る。コスト増が継続する中、持続的な賃上げに向けた労務費
を含む価格転嫁の推進や生産性向上、人材確保などの対応す
べき課題が多く、先行きは慎重な見方となっている。

アクサ生命保険株式会社
大分支社　豊南営業所　〒876-0844
大分県佐伯市向島1-10-1　佐伯商工会館1F
TEL 0972-20-0924
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